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概  要 

 

コルヒチンやオリザリンなどの細胞分裂阻害剤を用いた染色体倍加技術を活

用して新品種を育成する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

化学薬剤により染色体を倍加して複二倍体となった植物は，種遺伝的に遠い植

物間での交配が可能となる。当研究室では，スパティフィラム‘メリー’の染

色体倍加を試み，‘フェアリーウィング’として種苗登録申請を行った（図 1

参照）。また，アメリカフヨウ，フヨウなどの染色体倍加に成功し，現在これ

らの種間雑種の育成を試みている（図 2参照）。 

本技術の 

有用性 

種遺伝的に遠い植物間での交配により，新たな形質を持つ種間雑種を育成する

ことが出来る。また染色体が倍加した個体は，花などの形質が大きくなる，大

きさがコンパクトになるなどの園芸品種としての形質も改善される。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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新しい園芸品種を作り出す 

染色体倍加技術を用いた新品種の育成 

図 2．四倍体のアメリカフヨウの花（上）と二

倍体のフヨウ（下左）と四倍体のフヨウ（下右） 

図１．二倍体のスパティフィラム‘メリー’（左）

と四倍体の登録品種‘フェアリーウィング’（右） 


